
■コンクリートの強度の調べ方

コンクリートの強度は、ミキサー車から強度試

験用の筒の中にコンクリートを入れて試験体とし

て工場に持ち帰ります①。一日ほど経ってコンク

リ－トが固まりましたら、鋼製容器から取り出

し、コンクリート工場内の水槽の中にいれ２８日

間そのままにして

養生します②。  

コンクリ－トは

固まる前に雨に当

たると表面がアバ

タになったり、セ

メントが雨水と混

ざりボソボソに

なってしまいます

が、一度固まると

今度はゆっくりと

セメントと水が反

応したほうが品質

の良いコンクリー

トになるのです。

２８日経ちまし

たら、その試験体

を公的の試験機関

に持ち込み試験機

で圧力を掛けて壊

れるまでの強度を

調べます③。

強度はコンク

リートが崩壊する

ときまで力をかけ

ていき、崩壊した

ときの強度を測定

します④。

このように、建

設会社から出され

たコンクリート強

度試験結果は、建

物に打ち込まれた

コンクリートと同じものですが、養生の仕方が万

全なコンクリ－トの強度試験結果なのです。

水の中で養生したコンクリートは最高の環境で

す。一方、実際につくられた建物は３日で型枠を

外し、その後は空気中にさらされているというの

が現実です。そのため、実際に同じコンクリート

でつくられた建物のコンクリートを抜き出して試

験してみるとテストピースより強度は低いので

す。当然の結果です。

しかし、実際の建物も設計基準以上の強度が出

ているため問題はないというのが現実です。

一方、建て主は同じお金を出すのなら、強度が

少しでも高く、ひび割れの少ない建物を取得した

いと思うでしょう。

それでは実際の建物と近い強度を調べるのには

どうしたらよいでしょうか。テストピースが固

まったら取り出してラップで巻いて養生するラッ

ピング養生が現実に近い強度といわれています。

■コンクリートにも品質レベルがある

一般にはコンクリートは強度の違いはあるもの

の優劣には差がないと思われています。

しかし、日本建築学会の建築工事標準仕様書

（JASS5)には、コンクリートを下表のように４

種類の級に耐久性からを品質分けしています。

これまでは、一番上の耐久性の基準は長期でし

たが2009年の改正で超長期も加えられました。

現在、多くの建物のコンクリートは普通だと思わ

れますが、今後は長期、超長期も多くなると考え

られます。建物は建築基準法に満足すればよいの

ではなく、建て主が満足するに足ものであるべき

だと思います。ちなみに建築基準法は、第１条に

「この法律は、建築物の敷地、構造、設備及び用

途に関する最低の基準を定めて、国民の生命、健

康及び財産の保護を図り、もって公共の福祉の増

進に資することを目的とする」と書かれています

JASS５鉄筋コンクリート工事計画で定められた計画供用期間の級

級

大規模補修 不要期間
（局部的軽微な補修を超える大規模な補修を

必要とすることなく鉄筋腐食やコンクリートの重

大な劣化が生じないことが予定できる期間）

コンクリートの

設計基準強度

（Ｎ/mm2）

一般 およそ ３０年 １８

普通 およそ   ６５年 ２４

長期 およそ １００年 ３０

超長期 およそ  ２００年 ３６
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ユニ総合計画の

「コンクリートの強度試験結果は信用できるのか？」
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